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も
　
　
　
く
　
　
　
じ

事

務

局

日

誌

４
月
8
日
会
計
監
査

（
事
）

４
月
8
日
第
一
回
幹
事
会

（
東
区
）

４
月
19
日
県
公
連
理
事
会

（
立
町
）

４
月
20
日
第
一
回
理
事
会

（
東
区
）

４
月
26
日
第
一
回
各
委
員
会

（
東
区
）

４
月
26
日
第
二
回
幹
事
会

（
東
区
）

５
月
10
日
県
公
連
評
議
員
会

（
立
町
）

５
月
15
日
県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会

（
立
町
）

５
月
25
日
全
連
小
理
事
会

（
東
京
）

5
月
26
日
全
連
小
総
会

（
東
京
）

5
月
31
日
県
公
連
合
同
専
門
委
員
会

（
立
町
）

６
月
1
日
第
74
回
県
連
小
総
会
・
研
究
大
会

（
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

６
月
2
日
全
連
小
事
務
担
当
者
連
絡
協
議
会

（
東
京
）

6
月
7
日
第
三
回
幹
事
会

（
東
区
）

6
月
7
日
教
育
研
究
全
体
委
員
会

（
東
区
）

6
月
12
日
県
公
連
理
事
会
・
評
議
員
会

（
立
町
）

6
月
16
日
全
連
小
合
同
部
会
・
合
同
委
員
会

（
東
京
）

6
月
19
日
県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会

（
立
町
）

6
月
20
日
第
一
回
総
務
会

（
東
区
）

6
月
20
日
第
一
回
県
市
連
絡
協
議
会

（
東
区
）

6
月
30
日
全
連
小
広
報
担
当
者
連
絡
協
議
会

（
東
京
）

7
月
4
日
第
二
回
理
事
会

（
東
区
）

※

会
場
の
略
号

（
事
）
県
連
小
事
務
局

（
東
区
）
東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
立
町
）
広
島
経
済
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

本物の探究を目指して
～ティーチからファシリテートへの転換～

　広島県探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業の指定を受けた本
校は，昨年度（２年目）は，思考ツールで考えを深めさせ，ルーブリック評
価をすることでゴールイメージを共有することができた。また，リフレクショ
ンの大切さや教師の見取り（評価）についても学ぶことができた。
そのような中で，本当に「主体的な学び」になっていたのか，「本物の探究」
になっていたのか自問自答の結果，厳しく自己評価するならば，まだ教師主
導の探究になっていたと言わざるを得ない。
　よって今年度（３年目）は，児童が自分のしたいことや，次に必要なこと
を自由な発想で見つけ，新たな展開を繰り広げていけるような活動を，教師
のファシリテーションによって導き出すような授業展開や単元構成をしてい
こうと考えている。
　「ティーチ（教える）」から「ファシリテート（力を引き出す・促進させる・
支え応援する）」への転換は，「主体的・対話的で深い学び」のキーワードで
もあると考える。

（大竹市立大竹小学校・兼田　等）
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広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
は
、
永
年
に
わ

た
り
、
学
校
教
育
と
学
校
経
営
に
対
す
る
真

摯
な
研
究
と
実
践
を
積
み
重
ね
る
と
と
も

に
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
、
小
学
校

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と
発
展
の
た
め
に
鋭

意
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度

も
、
会
員
が
一
丸
と
な
り
、
是
正
指
導
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
時
代
に
対
応

し
な
が
ら
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
期
待

さ
れ
る
学
校
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

　

令
和
元
年
度
末
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
う
危
機
的
な

事
態
に
直
面
し
、
感
染
状
況
の
予
測
が
極
め

て
困
難
な
中
、
教
育
活
動
を
ど
う
進
め
て
い

く
か
を
常
に
模
索
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。

　

本
連
合
小
学
校
長
会
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
多
く
の
行
事
等
が
制
約
さ
れ
、
総
会
・

研
究
大
会
等
に
参
加
経
験
の
あ
る
会
員
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
三
年
度

か
ら
広
島
市
小
学
校
長
会
が
、
広
島
県
連
合

小
学
校
長
会
と
組
織
上
分
離
し
て
活
動
を
行

う
こ
と
と
な
る
な
ど
、
県
連
小
の
運
営
面
と

と
も
に
組
織
自
体
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
先
行
き
不
透
明
な
中

で
正
解
の
な
い
問
い
に
、
い
か
に
し
て
立
ち

向
か
う
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
県
連
小
が
設
立
さ

れ
た
意
義
や
目
標
等
、
原
点
に
立
ち
返
り
、

本
当
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
ど
う

す
れ
ば
そ
れ
を
実
現
で
き
る
の
か
知
恵
を
し

ぼ
り
、
周
囲
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
力
強

く
前
に
進
む
県
連
小
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
一
度
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
最
初
の
初
任
者

研
修
で「
本
県
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」

と
題
し
て
、
校
長
先
生
自
ら
講
義
を
さ
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
講
義
の
中
心
と
な
る
内

容
は
、い
わ
ゆ
る「
是
正
指
導
」で
し
た
。「
是

正
指
導
」
は
、
広
島
県
に
勤
め
る
教
職
員
と

し
て
、
決
し
て
避
け
て
は
い
け
な
い
、
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

県
教
委
は
、
こ
の
是
正
指
導
を
、
本
県
教

育
全
体
を
根
底
か
ら
見
直
し
、
正
常
化
さ
せ

て
い
く
機
会
と
真
摯
に
受
け
止
め
ま
し
た
。

そ
の
取
組
の
柱
と
し
て
、
法
令
等
の
遵
守
を

通
し
た
教
育
の
「
中
立
性
」
と
、
あ
り
の
ま

ま
の
教
育
を
見
せ
る
「
公
開
性
」
を
掲
げ
、

是
正
の
徹
底
と
教
育
改
革
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
先
輩
方
の
大
変
な
努
力
に
よ
り
、
今

の
広
島
県
の
教
育
の
土
台
が
築
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。是
正
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
校
長
は
、
是
正
の
確
実
な
定
着
と
自

律
し
た
学
校
経
営
に
向
け
て
、
取
り
組
み
続

け
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
不
祥
事
根
絶
に
向
け
て
の
取
組
に

つ
い
て
で
す
。
私
た
ち
校
長
は
、
教
職
員
に

よ
る
不
祥
事
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
を
強
く
認
識
し
、
所
属
職
員
の

状
況
を
丁
寧
に
把
握
し
た
上
で
、
風
通
し
の

良
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

不
祥
事
を
根
絶
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
中
で
も
最
も
深
刻
で
あ
る
、
成
長
段

階
に
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
性
犯
罪
・
性

暴
力
の
事
案
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
令
和
四
年
度
は
、「
教
育
職
員
等
に
よ

る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
事
案
が
十
五
件
と
大
幅
に

増
加
し
、
懲
戒
処
分
件
数
も
二
十
二
件
と
な

る
な
ど
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
私
た
ち
校
長
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
に
緩
み
が
な
い
の
か
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
総
点
検
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
私
た
ち
校
長
が
危
機
感
を

共
有
し
、
お
互
い
に
支
援
・
助
言
を
し
合
い

な
が
ら
、
不
祥
事
根
絶
に
向
け
て
着
実
に
行

動
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
「SDGs

」
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
一
つ
で
、

生
活
へ
の
満
足
感
や
充
実
度
、い
わ
ゆ
る「
幸

福
度
」
を
指
す
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（W
ell-being

）」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
も
、「
日
本
社
会
に
根
差
し
た

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
を
高
め
る
た
め
に
は
、教
師
の
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
教
師
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を

高
め
る
の
は
、
私
た
ち
校
長
の
役
目
で
す
。

社
会
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
、
新
た
な
常

識
が
定
着
す
る
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と
呼

ば
れ
る
時
代
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、

校
長
一
人
一
人
が
、
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
積

み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
県
連
小
の
歴
史
と
伝
統

を
継
承
し
な
が
ら
、
幸
福
度
の
高
い
持
続
可

能
な
組
織
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、「
チ
ー

ム
広
島
」
で
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
連
小
に
対

し
最
大
限
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
広
島
県
教
育
委
員
会
並
び
に
各

市
町
教
育
委
員
会
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
広
島
市
を
含

む
県
内
四
四
六
名
の
校
長
先
生
方
が
、
幸
福

度
の
高
い
学
校
経
営
が
実
践
で
き
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
東
広
島
市
立
寺
西
小
学
校
）

原
点
に
立
ち
返
り

  

空
本
秀
寿

会
長

会

長

あ

い

さ

つ

第74回　広島県連合小学校長会総会・研究大会
と き 令和5年6月1日（木）
ところ 県民文化センター

１　開　会　式
２　会　　議 
３　研　　修 「日本の教育をリードする，
　　　　　　　　　　　　広島県の小学校長に期待すること」
　　講　　師 広島県教育委員会
　　　　　　　 乳幼児教育・生涯学習担当部長(兼)参与
    　 重 森 栄 理 様
４　講　　演 「ニューノーマル時代の学校づくりと校長の役割」
　　講　　師 湘南学園　学園長
    　 住 田 昌 治 様
５　閉　会　式

幸
福
度
を
高
め
る
校
長
会
に
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【
広
島
市
】

幟
町 

 
藤
川  　

照
彦

広
瀬 

 

尼
子  　

博
崇

上
温
品 

圓
佛  　

敏
彦

戸
坂 

砂
田  　

勝
造

東
浄 

 

柳
原  

真
由
美

段
原 

 

三
上  　

正
浩

宇
品
東 

宮
田  　

富
美

似
島
一
貫 

秋
本  　

貴
志

似
島
学
園 

井
上  　

浩
和

己
斐
東 

下
原  　

正
樹

山
田 

有
馬  　

朝
路

緑
井 

上
向
井  

佳
子

安
西 

三
京  　

弘
明

山
本 

 

岡
田  　

誠
嗣

梅
林 

岩
本  　

和
貴

伴
東 

三
京  　

真
理

長
束
西 

平
田  

恵
美
子

伴
南 

宍
戸  

千
代
香

三
田 

新
宅  　

紀
雄

亀
崎 

山
崎  　

淳
子

亀
山
南 

 

三
宅  　

裕
之

日
浦 

水
ノ
上  

俊
一

中
野 

森
本  　

泰
史

畑
賀 

田
村  　

浩
一

五
日
市 

 

森
田  　

賛
子

楽
々
園 

 

佐
藤　
　

  

健

【
福
山
市
】

南 
 

立
花  　

睦
子

深
津 

寄
髙  　

俊
樹

津
之
郷 

鈴
木  　

和
恵

神
村 

金
田  　

高
満

藤
江 

 

池
澤  

香
緒
里

日
吉
台 

近
藤  　

裕
弥

駅
家
西 

大
和  　

陽
子

網
引 

 

河
田  　

節
生

【
呉
市
】

広 
 

枝
長  

真
智
子

呉
中
央 

神
笠  　

雅
司

蒲
刈 

 

稲
田  　

直
子

【
東
広
島
市
】

三
永 

 

林  　

万
青
也

板
城
西 

 

木
村  　

忠
由

乃
美
尾 

 

須
山  　

博
充

中
黒
瀬 
川
中  　

昌
樹

豊
栄 

 
曽
根  　

芳
子

入
野 

門
長  　

幸
江

【
江
田
島
市
】

切
串 

 

竹
本  　

泰
隆

【
安
芸
郡
】

府
中
東 

梅
田  　

敬
司

府
中
北 

黒
山  　

寛
司

海
田
南 

西
岡  　

律
子

小
屋
浦 

中
下  　

正
美

【
安
芸
高
田
市
】

美
土
里 

寄
実  

富
美
枝

甲
田 

井
上  　

佳
代

【
山
県
郡
】

筒
賀 

佐
々
木  

義
孝

八
重 

上
本  

美
代
子

【
三
原
市
】

須
波 
 

坂
田  　
　

登

深 
 

坂
井  

美
由
紀

南 
 

岡
田  　

恵
子

【
尾
道
市
】

栗
原 

石
川  　

順
雄

向
東 

住
元  

し
の
ぶ

高
見 

冨
保  　

直
子

【
府
中
市
】

国
府 

立
花  　

正
行

府
中
明
郷 

竹
内  　

博
行

【
三
次
市
】

酒
河 

藤
井  　

理
枝

川
地 

雲
井  　

美
紀

甲
奴 

正
平  　

浩
運

小
童 

部
谷  　

牧
実

作
木 

大
下  　

朋
子

み
ら
さ
か 

吉
浪  　

徳
香

【
庄
原
市
】

庄
原 

定
宗  　

由
里

永
末 

真
加
部 

三
智
也

峰
田 

出
口  　
　

靖

粟
田 

森
岡  　

順
子

高
野 

宮
本  　

信
之

比
和 

大
田  　

由
美

【
広
島
市
】

幟
町 

岡
本  　

順
子

広
瀬 

皆
戸  　

雅
子

温
品 

大
和  　

千
尋

戸
坂
城
山 

奥
村  

鯉
都
子

東
浄 

有
森  　
　

歩

段
原 

田
村  　

康
雄

似
島
一
貫 

杉
本  　

悟
志

似
島
学
園 

中
丸  　

敏
至

己
斐
東 

山
崎  　

佳
子

山
田 

牛
尾  　

泰
久

原
南 

小
村  　

瑞
与

伴
東 

武
田  　

清
子

長
束
西 

鰐
川  　

裕
司

井
原 

鳴
戸  　

由
江

亀
崎 

大
庭  　

智
美

筒
瀬 

沖
西  　

啓
子

日
浦 

竹
部  　

志
保

三
入
東 

石
田  

久
美
子

中
野 

山
形  

恵
美
子

畑
賀 

横
田  　

佳
栄

船
越 

池
田  　
　

剛

矢
野 

木
原  　

和
子

石
内 

柿
木  

昭
一
郎

湯
来
西 

元
田  　
　

学

【
福
山
市
】

南 

井
上  　

博
貴

霞 

高
橋  　

典
子

川
口 

野
島  　

史
吉

泉 

猪
原  　

一
郎

津
之
郷 

大
石  　

充
洋

熊
野 

望
月  　

誠
治

大
津
野  

森  　
　

正
之

曙 

小
坂  　
　

京

新
涯 

木
元  　

直
樹

【
呉
市
】

仁
方 

木
村  　

智
子

広 

後
東  　

貴
之

三
坂
地 

菊
地  

あ
か
ね

昭
和
北 

香
川  　

隆
太

波
多
見  

蒲
原  　

尚
博

蒲
刈 

山
本  　

智
文

【
東
広
島
市
】

板
城
西 
増
上  　

正
美

乃
美
尾 
今
朝
丸  

由
香

入
野 

竹
野  　

政
彦

豊
栄 

朝
川  　

直
子

三
津 

田
﨑  　

志
緒

風
早 

平
林  　

明
美

【
江
田
島
市
】

切
串 

住
田  　

孝
徳

【
廿
日
市
市
】

友
和 

空
田  　

由
美

吉
和 

片
平  　

千
恵

【
安
芸
郡
】

府
中
北 

宮
里  　

洋
司

熊
野
第
一 

水
戸  

美
穂
子

小
屋
浦 

香
川  　

千
恵

【
安
芸
高
田
市
】

美
土
里 

熊
野  　

尚
子

甲
田 

栗
栖  　

智
弘

【
山
県
郡
】

筒
賀 

免
田  

久
美
子

大
朝 

金
原  　

直
樹

【
三
原
市
】

深 

山
田  　

浩
美

本
郷 

永
井  

美
智
子

本
郷
西 

朝
原  

啓
一
郎

【
尾
道
市
】

向
東 

丸
山  　

裕
子

栗
原
北 

神
原  　

雅
彦

高
見 

金
子  　

恵
子

向
島
中
央 

金
沢  　

民
恵

【
府
中
市
】

上
下
南 

高
森  　

嘉
代

【
神
石
郡
】

三
和 

前
田  　

静
樹

【
三
次
市
】

河
内 

児
玉  　

克
恵

酒
河 

新
谷  　
　

勇

川
地 

原
田  　

和
明

作
木 

穐
山  　

英
嗣

み
ら
さ
か 

住
岡
田  

幸
乃

【
庄
原
市
】

永
末 

佐
々
木  

理
佳

高 

赤
木  　

智
香

峰
田 

岡
﨑  　

敏
朗

比
和 

川
原  　

陽
子

新
入
会
員
紹
介

退
職
校
長
紹
介

委
員
会
報
告

教
育
調
査
委
員
会

委
員
長

石
原
政
信

　

本
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
、
継
続
的
に
刊
行

し
て
き
た
「
教
育
調
査
報
告
書
『
広
島
県
公

立
小
学
校
の
実
態
』
」
作
成
に
あ
た
り
、
調

査
方
法
及
び
活
用
方
策
に
係
る
検
討
を
行
っ

て
き
た
。

　

令
和
三
年
度
、
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会

と
広
島
市
小
学
校
校
長
会
が
県
内
に
お
い
て

組
織
上
分
離
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
改

め
て
調
査
項
目
を
精
選
、
調
査
方
法
の
合
理

化
を
図
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
昨
年
度
の
検

討
内
容
を
踏
ま
え
、
次
の
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

一
　
活
動
内
容

　

○　

令
和
四
年
度
の
調
査
項
目
を
継
承
し
、

　
　

県
内
小
学
校
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に

　
　
か
か
る
調
査
と
し
て
、「
白
書
的
調
査
」

　
　

を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
喫
緊
の
課
題
に

　
　

対
応
す
る
調
査
と
し
て
「
特
別
調
査
」

　
　

を
実
施
す
る
。

　

○　

調
査
結
果
の
集
計
、
分
析
を
実
施
、

　
　

課
題
の
整
理
を
行
い
、
課
題
改
善
の
た

　
　

め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
提
言
を
ま

　
　

と
め
、
県
連
小
総
務
会
並
び
に
理
事
会

　
　

に
提
出
す
る
。

　

○　
調
査
項
目
、
調
査
方
法
等
に
つ
い
て
、

　
　

現
状
認
識
と
の
ず
れ
や
実
態
に
合
っ
て

　
　

い
る
か
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
年
度

　
　

の
教
育
調
査
項
目
案
を
作
成
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

四
月　

各
委
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
内

　
　

容
の
検
討
・
活
動
計
画
確
認
、
調
査
項

　
　

目
の
検
討
、
調
査
方
法
の
確
認

五
月　

調
査
実
施

六
〜
七
月　

調
査
結
果
の
ま
と
め
に
係
る
役

　
　
割
分
担
、
結
果
集
計
、
結
果
の
ま
と
め
、

　
　

考
察
内
容
の
検
討
、
報
告
書
案
の
検
討

九
月
〜
十
月　

「
教
育
調
査
」
報
告
書
の
作

　
　

成
・
発
行
・
配
布
、
県
教
委
へ
の
要
望

　
　

書
作
成

十
二
月　

次
年
度
実
施
調
査
内
容
等
の
検
討

　
　

と
実
施
に
係
る
計
画
等
の
作
成
、
申
し

　
　

送
り
事
項
の
確
認

一
月　

次
年
度
の
方
向
性
の
確
認

（
尾
道
市
立
日
比
崎
小
学
校
）
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人
事
給
与
委
員
会

委
員
長

阿
部
貴
志

広
報
委
員
会

委
員
長

栢
野
浩
未

教
育
研
究
委
員
会

委
員
長

簀
戸
浩
之

　

四
月
末
の
第
一
回
全
体
委
員
会
に
お
い
て
、

昨
年
度
末
の
検
討
事
項
や
申
し
合
せ
事
項
等

を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
役
員
を
選
出
し
、
活

動
方
針
・
活
動
計
画
等
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
　
活
動
方
針

　

県
連
小
の
活
動
方
針
を
受
け
、
次
の
よ
う

に
設
定
し
た
。

○　

人
材
育
成
方
針
・
体
制
の
も
と
、
教
職

　

員
と
し
て
の
使
命
感
や
倫
理
観
、
実
践
的

　

指
導
力
な
ど
の
向
上
に
努
め
る
。

○　

教
職
員
の
職
責
に
相
応
す
る
適
正
な
処

　

遇
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

教
育
改
革
の
趣
旨
に
添
っ
た
校
長
を
中
心

に
し
た
学
校
経
営
が
進
む
よ
う
、
と
り
わ
け
、

本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
事
・
給
与
面
で

裁
量
の
幅
が
広
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
町
の
教
育
委
員
会
と
校
長
会

と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
望
ま
し
い
学
校
経

営
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

四
月

○　

役
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
計
画
・

　

研
修
内
容
に
つ
い
て
の
決
定

六
月
〜
八
月

○　

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
実
態

　

調
査
の
集
約
・
分
析
・
考
察
・
懇
談
会
資

　

料
の
作
成

十
月
〜
十
二
月

○　

児
童
の
転
校
に
つ
い
て
の
調
査
依
頼

○　

本
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と
次
年
度
の

　

課
題
に
つ
い
て

○　

人
材
育
成
等
に
係
る
研
修
会

○　

次
年
度
実
態
調
査
の
検
討

○　

児
童
の
転
出
調
査
と
学
校
間
連
絡

一
月

○　

次
年
度
活
動
方
針
・
活
動
計
画
の
作
成

（
呉
市
立
昭
和
西
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
研
究
主
題
「
自
ら
未
来

を
拓
き　

と
も
に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創

る　

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育

の
推
進
」、
副
主
題
「
夢
や
志
を
も
ち　

他
者

と
協
働
し
て　

主
体
的
に
新
た
な
価
値
を
創

り
出
す
子
ど
も
を
育
成
す
る
学
校
経
営
」
に

基
づ
き
、
第
一
回
全
体
委
員
会
で
令
和
五
年

度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次
の
よ
う
に

決
定
し
た
。

一
　
活
動
方
針

　

研
究
主
題
の
具
現
化
を
図
る
た
め
に
、
五

つ
の
研
究
領
域
か
ら
十
の
研
究
課
題
を
設
け
、

さ
ら
に
研
究
の
視
点
を
明
確
に
し
て
、
各
組

織
団
体
に
お
い
て
積
極
的
に
研
究
実
践
を
行

う
。

　

そ
の
成
果
を
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
研

究
集
録
『
も
み
じ
』
に
掲
載
し
、
研
究
の
一

層
の
深
化
を
図
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

　

十
六
地
区
の
各
組
織
団
体
で
行
わ
れ
る
研

究
実
践
の
交
流
の
場
と
し
て
、
年
に
三
回
の

全
体
委
員
会
を
行
う
。
特
に
今
年
度
は
、
広

島
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
指
導
課　

松
尾

真
理
教
育
指
導
監
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、

研
修
を
深
め
る
。
ま
た
、『
も
み
じ
』
作
成
に

向
け
、
小
委
員
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
の
主
な
研
究
大
会
と
し
て
、
第
七

十
五
回
全
連
小
研
究
協
議
会
東
京
大
会
（
十

月
十
九
日
か
ら
二
○
日
）、
第
七
〇
回
中
国
地

区
小
学
校
長
会
教
育
研
究
大
会
鳥
取
大
会

（
十
二
月
一
日
）、
第
二
十
三
回
広
島
県
公
立

学
校
校
長
会
連
合
会
研
究
大
会
（
十
二
月
二

十
五
日
）
が
開
催
さ
れ
る
。
会
員
の
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
次
年
度
は
、
広
島
県
連
合
小
学
校

長
会
東
部
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
会
員
は
一
層
の
研
鑽
に
努
め
、
県
民

の
負
託
に
応
え
た
い
。

（
福
山
市
立
川
口
東
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
第
一
回
（
四
月
）
広
報

委
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の
選
出
を
行
い
、

令
和
五
年
度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次

の
よ
う
に
決
定
し
た
。

一
　
活
動
方
針

　

○　

県
連
小
・
各
機
関
の
会
議
・
会
合
の

　
　

審
議
決
定
並
び
に
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　

迅
速
的
確
に
伝
達
す
る
。

　

○　

会
員
の
意
思
や
、
校
長
会
の
活
動
を

　
　

収
集
伝
達
し
、
交
流
を
図
る
。

　

○　

会
員
及
び
校
長
会
に
、
職
務
遂
行
、

　
　

資
質
向
上
、
学
校
経
営
充
実
に
生
か
せ

　
　

る
情
報
を
提
供
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

①　

会
報
二
回

　
　
　
（
第
一
九
二
号
・
第
一
九
三
号
）
の
発

　
　

行
（
校
長
に
は
メ
ー
ル
配
信
と
す
る
）

　
　
　

会
報
に
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
あ
い
さ

　
　

つ
、
退
・
新
任
校
長
紹
介
、
委
員
会
報

　
　

告
、
地
区
校
長
会
報
告
、
学
校
経
営
、

　
　

朝
会
講
話
、
県
教
委
だ
よ
り
、
随
想
な

　
　

ど
を
掲
載
す
る
。

（
七
月
・
十
二
月
）

②　

研
究
集
録
「
も
み
じ
」（
令
和
五
年
度
版

　
　

第
三
十
四
号
）
の
発
行

（
三
月
）

③　

速
報
の
発
行
・
配
付

　
　

・
県
連
小
速
報　

年
四
回
程
度

　
　

・
全
連
小
速
報　

年
数
回
程
度

④　

全
連
小
「
小
学
校
時
報
」
へ
の
寄
稿

　
　
　

テ
ー
マ
に
従
い
執
筆
依
頼
・
連
絡
な

　
　

ど
を
行
う
。

（
東
広
島
市
立
高
屋
西
小
学
校
）
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深
井
美
紀

会
員

𠮷
岡
康
行

理
事

衞
藤
朋
弘

理
事

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

　
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
子
」

「
す
て
き
な
西
っ
子
」
に
な
ろ
う

「
和
顔
愛
語
」

　
笑
顔
で
優
し
い
話
し
方
の
で
き
る
人
に

　

今
年
度
の
海
田
西
小
学
校
の
目
標
は
、「『
す

て
き
な
』西
っ
子
に
な
ろ
う
」で
す
。「
す
」「
て
」

「
き
」「
な
」
の
文
字
で
始
ま
る
言
葉
を
目
標

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
す
」は
、「
素
直
な
子
に
な
ろ
う
」で
す
。「
素

直
」
と
は
、
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
や
、
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
を
進
ん
で
で
き
る
こ

と
で
す
。
勉
強
で
も
お
手
伝
い
で
も
、
友
達

と
遊
ぶ
と
き
で
も
、「
自
分
で
考
え
る
力
」
を

大
切
に
し
て
、「
素
直
な
」
人
に
な
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

　
「
て
」は
、「
手
を
挙
げ
て
発
表
し
よ
う
」で
す
。

学
校
で
の
勉
強
は
、
先
生
の
お
話
を
聞
い
て

自
分
で
考
え
る
授
業
も
あ
り
ま
す
が
、
お
互

い
に
自
分
の
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
先
生
に
当
て
ら
れ
て
発
表
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で
、「
手
を
挙
げ
て

発
表
」
で
き
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
き
」
は
、「
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
し
よ
う
」

で
す
。
校
長
先
生
が
、
こ
れ
ま
で
み
な
さ
ん

に
ず
っ
と
お
話
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
い

つ
で
も
だ
れ
に
で
も
「
自
分
か
ら
進
ん
で
」

挨
拶
の
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
「
な
」
は
、「
何
ご
と
も
最
後
ま
で
や
り
き

ろ
う
」
で
す
。
勉
強
で
も
、
お
手
伝
い
で
も
、

習
い
事
で
も
、
自
分
で
決
め
た
り
、
家
族
で

決
め
た
り
し
た
こ
と
な
ど
、
や
る
と
決
め
た

こ
と
は
、
途
中
で
あ
き
ら
め
ず
、
最
後
ま
で

粘
り
強
く
や
り
き
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
字
を
繋
げ
る
と
「
す
て
き
な

西
っ
子
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
で
も
、
先
生
と

一
緒
に
自
分
た
ち
の
で
き
る
「
す
て
き
な
」

の
文
字
を
使
っ
た
目
標
を
話
し
合
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
海
田
町
立
海
田
西
小
学
校
）

　

今
年
芸
北
小
学
校
の
皆
さ
ん
に
目
指
し
て

ほ
し
い
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
し　

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
子
・
思
い
を
伝

え
合
う
子
・
芸
北
が
す
き
な
子
」
で
す
。
そ

の
う
ち
一
つ
目
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し　

学
ぶ

こ
と
を
楽
し
む
子
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

今
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
勉
強
、

ス
ポ
ー
ツ
、
生
活
の
こ
と
、
や
っ
た
こ
と
が

な
い
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
・
・
・
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
き
っ

と
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
と
迷
っ
て
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
挑
戦
し
て

も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
途
中
で
や
め

た
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
で
も
勇
気
を
出
し
て
ま

ず
は
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
度
で
も
、

あ
き
ら
め
ず
。

　
「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

成
功
よ
り
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
方
が
何
倍

も
大
き
い
か
ら
で
す
。
学
校
は
安
心
し
て
間

違
え
る
所
で
あ
り
、
頑
張
る
こ
と
を
学
ぶ
所

で
す
。
目
指
す
姿
を
描
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
な
ぜ
・
ど
う
し

て
と
自
分
を
振
り
返
り
、
次
の
作
戦
を
た
て
、

ま
た
や
っ
て
み
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
く
だ

さ
い
。
芸
北
小
の
生
活
や
総
合
で
学
習
し
て

い
る
「
え
が
く
・
や
っ
て
み
る
・
ふ
り
か
え
る
」

の
学
び
方
を
こ
こ
で
使
う
の
で
す
。

　

先
生
達
は
、
皆
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
身
に
付
く
力
が
五
年
後
・
十
年
後
に

な
っ
て
も
通
用
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
優

し
く
、
時
に
厳
し
く
指
導
し
応
援
し
ま
す
。

　

三
学
期
に
は
皆
さ
ん
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
北
広
島
町
立
芸
北
小
学
校
）

　

今
日
は
、
私
が
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
る

「
和
顔
愛
語
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
私
が
尊
敬
し
て
い
る
先

生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
。
そ

れ
以
来
ず
っ
と
大
切
に
し
て
き
た
言
葉
で
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、「
人

に
対
し
て
、
お
だ
や
か
な
笑
顔
と
思
い
や
り

の
あ
る
優
し
い
話
し
方
で
接
す
る
こ
と
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
は
し

ん
ど
い
と
笑
わ
な
く
な
り
ま
す
。
嫌
な
こ
と

が
あ
る
と
、
愚
痴
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

人
に
き
つ
く
当
た
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
嫌
な
こ
と
が
あ
る

と
、
笑
顔
を
忘
れ
、
友
達
に
き
つ
く
当
た
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
で
は
自
分
も
周
り
の
人
も
幸
せ
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
、

自
分
も
周
り
の
人
も
幸
せ
に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
考
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
人
か
ら
幸
せ
に
し
て
も

ら
お
う
と
待
つ
の
で
は
な
く
、
人
に
幸
せ
を

届
け
ら
れ
る
人
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。
笑
顔

は
そ
の
第
一
歩
で
す
。
ま
ず
自
分
か
ら
笑
顔

と
優
し
い
言
葉
で
周
り
の
人
に
接
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
笑
顔
で
相
手
に
優
し
い
言
葉
を

か
け
る
と
相
手
が
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
心
が

明
る
く
な
り
、
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
行

動
や
言
葉
が
、
自
然
と
周
り
の
人
の
心
を
明

る
く
し
、
そ
し
て
、
自
分
の
心
も
幸
せ
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　
「
和
顔
愛
語
」、
笑
顔
で
優
し
い
話
し
方
の

で
き
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
も
友
達

も
大
切
に
し
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送
り
、

友
達
も
自
分
も
大
切
に
さ
れ
る
学
級･

学
校
を

み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　

   （
尾
道
市
立
因
島
南
小
学
校
）
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桑
原
智
津
子

あ
と
が
き

広
島
県
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
長

新
た
な
家
庭
教
育
支
援
の
取
組

    

〜
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
家
庭
教
育
支
援
〜

「
心
の
元
気
」
を
育
て
よ
う

　

令
和
四
年
の
小
中
高
生
の
自
殺
者
が
過
去

最
高
の
五
一
二
人
に
な
り
、
文
部
科
学
大
臣

か
ら
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
自
殺

予
防
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
た
。

　

学
校
は
、
子
供
の
「
命
」
と
し
っ
か
り
向

き
合
い
、
い
じ
め
や
安
全
な
ど
の
問
題
に
適

切
に
取
り
組
み
、
子
供
の
「
命
」
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
が
、
道
徳
担
当
の
指
導
主
事
の
時
、
指

定
校
の
生
徒
が
書
い
た
作
文
を
今
で
も
大
切

に
し
て
い
る
。そ
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
だ
。

　
『
思
春
期
を
迎
え
た
子
供
の
自
殺
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
い
る
と
嫌
に
な
る
。
し
か
し
、
私

も
そ
の
中
に
加
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。
で
も
、

そ
ん
な
私
に
も
本
音
を
言
え
る
時
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
道
徳
の
授
業
。
私
が
本
音
で
向
き
合

え
る
唯
一
の
時
間
。
週
に
一
度
、
自
分
の
本

音
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ

だ
け
ど
心
が
軽
く
な
っ
た
。

　

道
徳
で
学
習
す
る
こ
と
や
先
生
の
言
わ
れ

る
こ
と
は
、
最
初
は
き
れ
い
ご
と
に
し
か
思

え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
話
に
じ
っ
く

り
と
耳
を
傾
け
て
い
く
う
ち
に
自
分
で
も
不

思
議
な
こ
と
に
、
言
葉
が
す
と
ん
と
胸
に
お

さ
ま
っ
た
。
す
る
と
自
分
の
気
持
ち
も
急
に

楽
に
な
り
、
自
分
の
思
い
を
み
ん
な
の
前
で

発
表
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

道
徳
で
、
全
部
が
癒
せ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
私
に
与
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
だ

か
ら
私
は
今
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

今
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

る
。
道
徳
に
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

私
は
今
、
幸
せ
だ
。』

　

道
徳
の
研
修
会
で
、
こ
の
作
文
を
紹
介
し

な
が
ら
道
徳
の
大
切
さ
を
伝
え
、
子
供
た
ち

の
「
心
の
元
気
」
を
育
て
て
い
こ
う
と
話
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

本
校
は
、
今
年
度
か
ら
、
道
徳
の
指
定
校

に
な
り
、
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

週
一
回
の
道
徳
科
の
授
業
が
、
待
ち
遠
し
く

な
る
よ
う
工
夫
改
善
に
努
め
て
い
る
。

　

互
い
に
思
い
を
伝
え
合
い
、
自
己
の
生
き

方
の
考
え
を
深
め
、「
心
の
元
気
」
を
育
て
る

こ
と
で
、
子
供
の
「
命
」
を
し
っ
か
り
守
っ

て
い
き
た
い
。

（
呉
市
立
広
南
小
学
校
）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
令
和
五

年
五
月
八
日
付
け
で
、
五
類
感
染
症
に
移
行

し
、
今
年
度
の
総
会
・
研
究
大
会
は
四
年
ぶ

り
に
参
集
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
感
染
拡
大
防
止
と
学
校
教
育

活
動
の
継
続
に
、
校
長
先
生
方
の
大
変
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
会
報
一
九
二
号
が
発
行
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
連
小
広
報
活
動
が
、
少
し
で
も
皆
様
の

学
校
経
営
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
引
き
続
き

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
「
家
庭
教
育
」
は
全
て
の
教
育
の
出
発
点
で

あ
る
。
教
育
基
本
法
に
お
け
る
家
庭
教
育
に

関
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、

保
護
者
が
子
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責

任
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
家
庭
教
育
支
援
に
努

め
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
三
つ
目
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
・
協

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
第
一
義
的
に
は
、
保
護
者
（
親
）
が

責
任
を
持
つ
と
し
て
も
、
近
年
、
核
家
族
化

や
ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る
地
域
全
体
で
親
子

の
学
び
や
育
ち
を
支
え
る
地
域
力
の
低
下
な

ど
、
家
庭
教
育
が
困
難
な
現
状
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
親
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
努
力

に
の
み
頼
っ
て
家
庭
教
育
を
行
う
に
は
限
界

が
あ
り
、
身
近
な
地
域
か
ら
「
支
援
」
を
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。　

　

こ
う
し
た
中
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
今

年
度
、
子
育
て
で
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
困
り
感
が
な
か
っ
た
り
、
地
域
社
会
か

ら
孤
立
し
て
い
た
り
し
て
、
自
ら
相
談
の
場

な
ど
の
「
参
加
型
の
支
援
」
に
ア
ク
セ
ス
し

な
い
、
又
は
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
と
い
っ
た

「
支
援
が
届
き
に
く
い
家
庭
」
に
対
し
、
身
近

な
地
域
の
人
材
で
構
成
さ
れ
た
「
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
」
等
に
よ
る
「
届
け
る
支
援

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
家
庭
教
育
支
援
）」
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
が
、
学

校
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
行
政
機
関
や
福
祉

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
従
来
か
ら
行
っ

て
い
る
学
び
の
場
の
提
供
や
地
域
の
居
場
所

づ
く
り
に
加
え
、
保
護
者
が
集
う
場
に
訪
問

し
、
情
報
の
提
供
や
相
談
対
応
な
ど
の
支
援

を
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
の
悩
み
や

不
安
を
相
談
で
き
る
人
が
身
近
に
い
る
保
護

者
の
割
合
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
「
届
け
る
支
援
」
の
形
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
様
々
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
幼
児
教

育
か
ら
学
校
教
育
へ
環
境
が
大
き
く
変
わ
り

不
安
も
大
き
く
な
る
小
学
校
一
年
生
の
保
護

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
が
有
効
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
を

行
う
上
で
、
学
校
と
の
連
携
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
是
非
、
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。　

山
田
幸
治

副
会
長


